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令和８年３月２日 

令和７年度とうきょう すくわくプログラム推進事業 活動報告書 

園名 江東区立元加賀幼稚園 

所在地 江東区白河４丁目９番１７号 

 

１．活動のテーマ 

＜テーマ＞

 

＜テーマの設定理由＞（テーマに関する子供たちの興味関心、園の特色など） 

 

２．活動スケジュール

 

 

３．活動のために準備した素材や道具、環境の設定

 

環境「みんなで見よう！見つけよう！」 

・幼児が園庭で自然物や生き物探しを楽しむ。 

・幼児が見つけた花や葉っぱ、ダンゴムシなどを教師や友達と見せ合う。 

・幼児が気付いたことや思ったことを言葉で伝え合うことができるよう、学級全体で共有する場をつくる。 

・実物投影機や未来タッチなどの ICT 機器を取り入れ、関心を向けた幼児、さらに学級全体で気付い

たことや思ったことを共有する機会をつくる。 

・ 

〇保育室に幼児が見つけた園庭の自然物を置くコーナーを設定する。 

＜置いてあるもの＞ 

・見付けたものを入れるカップ  ・虫メガネ  ・持ち運びができるミニ図鑑 

＜幼児が見つけたもの＞ 

・花  ・葉っぱ  ・石  ・松ぼっくり  ・ドングリ  ・メタセコイヤ  ・ダンゴムシ 等 

〇自分や友達が見つけたものに興味や関心をもったり、気付きを共有したりできるようにする。 

・実物投影機  ・未来タッチ  ・興味をもったことを調べられるようなタブレットや図鑑 

・幼児が園庭で見つけた花や葉っぱを教師に見せる。よく見ると花の中に穴が開いているように見えたた

め、幼児と一緒に虫メガネを使って確かめることにした。周囲には関心を向けた他の幼児も集まっており、

虫眼鏡では気付きや考えを共有しにくい様子が見られた。実物投影機や未来タッチなどの ICT 機器を

取り入れることで、関心を向けた幼児だけでなく、学級全体で幼児同士の気付きや思いを共有できるの

ではないかと考えた。 
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４．探究活動の実績 

＜活動の内容＞

 

＜活動中の子供たちの姿・声、子供同士や子供と保育者との関わり〉 

＜活動の様子＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．振り返り（振り返りによって得た保育者の気づき） 

 

・幼児が園庭で見つけた自然物を見せ合い、それぞれの気付きや思い、考えを言葉で伝え合っている。 

・保育室の自然コーナーにある虫メガネを使って、「もっとよく見たい、知りたい」という一人一人の思いを実

現しようとする。 

・よく見えない様子から、教師が ICT 機器を提案し共有の体験ができるようにした。 

 

・９月中旬頃、幼児が園庭で見つけた自然物や生き物を教師や友達と見せ合いながら、「見て！オシロ

イバナの奥の方に穴があいてる！」「トンネルみたい！どこまで続いてるのかな？」と、一人一人が気付い

たことや思ったことを言う。一人の幼児が「これで見てみよう！」と虫メガネを持ってくると、他の幼児も同じ

ように虫メガネを持ってきて、花の奥を一斉に見ようとする。しかし、花が小さいためなかなか見ることができ

ない。そこで、教師が「花を大きく映してみんなで見てみよう！」と提案し、実物投影機と未来タッチを準

備する。花が大きく映し出されると「わーすごい！」「よく見えるね！」と画面に近づき観察を始める。「ここ

が入口で…向こう側が見える！」「やっぱりトンネルみたいになってた！」「ほんとだね！」と、それぞれの幼

児が自分が気付いたことや思ったことを言葉で表す。教師が「他の花はどうなっているのかな…」とつぶやく

と、「違う花も見つけてくる！見てみたい！」と、それぞれの幼児が園庭に走っていった。 

 その日以降、自分が気になるものを大きく映し、友達と気付きや思いを共有することを楽しむ姿が見ら

れるようになった。 

・園庭に様々な自然物があることで、幼児の興味や関心が膨らみ、自分で発見したり考えたりする

体験につながった。より豊かな体験や探求心につながるよう、園庭の環境を計画的に整えていく。 

・一つの気付きから、「〇〇はどうなっているんだろう？」「もっと知りたい！」という思いや行動につなが

った。幼児一人一人の思いに寄り添い、受け止め、幼児同士の思いを伝え合うための教師の援助

や環境設定の大切さを改めて感じた。 

・実物投影機や未来タッチ、タブレットなどの ICT 機器を活用することで、イメージや実際の様子を

学級全体でも共有することができた。今後も効果的に活用していきたい。 


